
 

 



 

講評 

Ⅰ 小問集合 

(1) ベン図に要素を書き込めば容易に解くことができる問題です。 

(2) 絶対値を置き換えることで簡単な 2 次方程式にできます。 

(3) 典型的な整数解を持つ不定方程式の問題です。 

(4) 基本的な円の接線の問題です。 

(5) 指数対数の分野の式の値の典型的な問題です。 

Ⅱ 複素数の分野でド・モアブルの公式を使って解く問題だが、数値が平易なので数学Ⅱの知識だけで解くことも

できる。 

Ⅲ 典型的な箱から玉を取り出す確率の問題。(2)も典型的な条件付き確率の問題。 

Ⅳ 空間ベクトルで直線と平面の交点を求める典型的な問題。 

Ⅴ (1)はタンジェントの値を求める必要なく解くことができるので、値を求めようとして時間をロスしないように

したい。(2)(3)は典型的である。 

Ⅵ 定積分で表された関数の問題で、両辺微分のタイプだが、単純に積分を実行することでも解くことができる。 

 

全体として 8 割を目指したい。 


